
平成 29年度 第 1回 学校協議会まとめ 

 

大阪府立泉北高等支援学校 

 

1) 実施日時    平成 29年 7月 7日（金）午後 3時 30分～午後 5時 15分 

2) 実施場所    本校応接室 

3) 出席委員   田村 仁彦氏 (前堺市立上神谷支援学校 校長) 協議会会長 

         八田 忠敏氏 (元社会福祉法人コスモス理事長) 会長代理 

         井上 直子氏 (堺市子ども相談所長) 

         松林 利典氏 (堺市障害者就業・生活支援センター センター長) 

         立山 清美氏 (大阪府立大学リハビリテーション学類講師) 

         吉原 雅子氏 (大阪府立泉北高等支援学校前 PTA会長) 

         赤阪 博之氏 (堺市立上神谷支援学校校長)（※オブザーバー）  

4) 内  容 

  ① 開会(教頭) 

         配布資料を確認 

         本日の協議会成立確認 

         会長を承認 

  ② 校長挨拶 

  ③ 会長挨拶 

委員の紹介・近況（関係機関の取組みや現状など） 

  ④ 協議①「平成 29年度学校経営計画等について」 

    ※校長より報告(20分) 

     資料 平成 29年度 学校経営計画及び学校評価 

        平成 29年度 学校要覧 

     〇「コース制の更なる充実」 

       (1)教育課程の改善 

作業学習の展開数の増と後継者養成が課題。 

新転任者が多い・研究授業を増やし、授業のさらなる充実を図っている。 

(2)実習の充実 

実習の機会を増やすために、今後も府立大学に協力依頼したい。 

エマリス(堺市障害者就業・生活支援センター)の協力を得て、離職率は低 

下している。 

(3)個別の教育支援計画の連携 

中学校との個別の支援計画の連携が改善し、0%から 50％になった。 

〇 支援教育の充実 



     (1)思春期への課題への支援の充実 

性に関する課題への対応で、大阪大学大学院野坂教授との連携のもと、

事例検討会等を継続し研修を進めている。 

       新科目「ライフスキル」2年目、指導内容が充実しつつある。 

     (2)部活動の活性化。自己肯定感の向上。 

関わる教師の増加。 

南中ソーラン部で部活動に参加する生徒の幅が広がる。 

集団になじめない生徒への指導が今後の課題。  

     (3)地域支援の充実 

若手コーデネーターが育ってきている。 

ケース会議の充実(堺市こども相談所等との連携) 

     (4)ICTの活用を進めている。 

〇 安全で安心な学校づくり 

     (1)今年度も研修を充実させていきたいので、引き続き委員の方のご協力を

お願いしたい。 

     (2)大災害を想定した準備を進めている。 

     ＊ 泉北高等支援学校の課題 

       ・生徒数の急増（西区の一部の受け入れ、南区への転居など） 

       ・集団に入れない生徒への対応（不登校も含め、各学年複数在籍） 

       ・次世代を担う年齢層の教員の減少 

     〇 協議(20分) 

       ・支援教育の充実のためには、様々な機関との連携を充実させることで解

決の糸口が見えてくるのではないか。 

       ・不登校生徒の数と対応についての質問あり。本校としては、可能な限り

個別対応も行いながら、少しでも登校できるように働きかけているところ。

今後とも生徒の卒業後の自立を見据え、少しでも力が付くように専門家や

関係機関とも連携しながら、努力していきたい旨説明。 

       ・栂・美木多駅前開発工事のために、安全登下校できる対応を要望あり。 

       工事の進行状況について情報収集しながら、必要な生徒指導を実施する。 

 

   ⑤ 協議②「教科書選定について」 

    〇 教務主任より今年度使用教科書についての説明と報告 

      資料 平成 30年度使用教科書選定理由一覧表 

         使用教科書を委員の方々に閲覧していただく。 

   ⑥ 協議（全体をとおして） 

     ・性の問題は、子どもの家庭背景も含み複雑化し、難しくなってきている。 



      性の問題として表出しているが、子どもとともに考えながら一歩一歩解決 

していかなければならない。 

・教職員の過重労働、時間外労働の課題もある。国の方針も出てきている。教

員の労働環境の是正をすることが、次世代の教員不足の解消につながる。 

・施設でも職員確保で苦労している。募集しても応募がない状態である。この

仕事に誇りをもてるようになってほしいと思っている。 

・若い先生方は、やさしい言葉をいってくれるが、ベテランの先生に耳の痛い

アドバイスをされたことが、今になってよかったと感じている。そういう先 

生方がいなくなることは不安である。 

・集団に入れない生徒への対応に苦慮している様子がわかった。 

・上神谷支援学校の中三の生徒の状況を報告していただく。 

・ケースカンファレンスでは、現状だけを理解するのではなく、将来を見てプ

ラス面を評価する必要性がある。 

     ・就職率等で数字だけを見るのではなく、なぜなのかということを共通理解 

      する必要がある。 

  ⑦ 意見書について 

    〇 無しの旨を教頭から報告 

  ⑧ 会長まとめ 

    〇 数字だけにしばられず、今後とも実態に即した学校運営をすすめていただく

ことを願っている。 

  ⑨ 校長よりお礼 

  ⑩ 事務連絡 

    〇 次回、第 2回協議会は、11月 10日（金）15:30に開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


